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R&D Status of a folded pendulum tiltmeter for borehole observations 3
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　現在、海底や陸域のボアホール、海底面などの「観測フロンティア」で多点展開することを目標にして、折りたた
み振り子と光変位センサーを組み合わせた小型・高精度の傾斜計を開発している。装置の開発状況や試験観測結果につ
いて報告する。


